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鈴木博之

1 本書の構成

本書は著者が 1980年代から 2009年までに発表してきた一連の音声学に関する論

考を基礎に、アジアの諸言語、特に漢語(中国語)に見られる現象を中心に据えて設

計された一般音声学の教科書である。全11章に分けられ、これにまえがき、目次、

参考文献、同書で引用した録音資料に対するクレジ、ツト、音声学術語の漢英・英漢

対照表、あとがきが加わる。全 11章の見出しの和訳は次のようである。

1.序論 7.気流のメカニズム

2.音波 8.母音

3.発声 9.声調

4.調音部位 10.音節学概要

5.調音方式:共鳴音 11.まとめ

6.調音方式:阻害音

以上のうち、第 l章の序論、第 10章の音節学概要および第 11章のまとめを除い

た部分が音声学の教科書としての核心部分をなしているといえるl。それぞれの章で

で扱われている内容の概要は次のようになる。

第 l章には本書の理念と構成を理解するうえで鍵となる内容が含まれており、特

に2節の術語の体系、 4節の音標文字の項目は本書の根幹をなす考え方が反映され

ている。第2章は音波の物理学的特徴の解説が主な内容であるが、 5節に音声分析

ソフト Praatの使用法が簡潔に解説されている。第3章から第9章にかけて調音音声

学を中心とした記述が展開される。

1著者も言うように(pp.31-32)、第10章は音韻論に数えられる分野の内容である。



鈴木 博之

－ 212－ － 213－



朱曉農（著）《語音學》　北京：商務印書館、2010年、3+365pp.

－ 212－ － 213－



鈴木 博之

－ 214－ － 215－



朱曉農（著）《語音學》　北京：商務印書館、2010年、3+365pp.

－ 214－ － 215－



鈴木 博之

－ 216－ － 217－



朱曉農（著）《語音學》　北京：商務印書館、2010年、3+365pp.

－ 216－ － 217－



受領日　2012年5月16日 
受理日　2012年8月28日

鈴木 博之

－ 218－ － 219－



受領日　2012年5月16日 
受理日　2012年8月28日

朱曉農（著）《語音學》　北京：商務印書館、2010年、3+365pp.

－ 218－ － 219－


